
順
天
堂
の
三
代
目
の
堂
主
、
外
科
医
佐
藤
進
二
八
四
五
～
一
九

一
二
）
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
一
八
七

四
年
（
明
治
七
）
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
を
卒
業
し
、
翌
年
に
帰
国
し
た

が
、
こ
の
間
に
郷
里
や
友
人
に
宛
て
て
出
し
た
手
紙
が
現
存
す
る
。

最
近
、
そ
の
手
紙
が
数
通
進
の
生
家
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
そ
れ

ら
に
は
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
事
情
、
留
学
生
の
事
情
を
記
し
て
い

る
。
な
お
、
佐
藤
進
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
三
）
二
月
一
五
日
に

常
陸
国
久
慈
郡
太
田
村
（
現
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）
の
醸
造
家
高
和

清
兵
衛
の
長
男
に
生
ま
れ
、
安
政
六
年
二
八
五
九
）
に
一
五
歳
で

順
天
堂
に
入
門
、
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
に
順
天
堂
二
代
目
堂
主

佐
藤
尚
中
の
養
子
に
な
っ
た
人
で
あ
る
。
戊
辰
戦
争
で
は
会
津
攻

略
の
と
き
、
官
軍
の
白
河
陣
地
の
治
療
所
の
頭
取
を
つ
と
め
、
そ

こ
で
自
分
の
無
力
を
知
り
、
戦
後
直
ち
に
ド
イ
ツ
留
学
を
決
意
し
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順
天
堂
院
長
佐
藤
進
の
ベ
ル
リ
ン
か
ら

の
手
紙

酒
井
シ
ヅ

た
。
一
八
七
○
年
（
明
治
三
）
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
入
学
、
そ
の
翌

年
の
一
八
七
一
年
五
月
廿
日
（
明
治
四
年
未
四
月
九
日
）
に
岡
本
道

庵
（
順
天
堂
の
塾
頭
、
義
弟
）
に
宛
て
て
だ
し
た
手
紙
に
日
本
政
府

が
雇
用
し
た
ド
イ
ツ
人
教
師
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

「
過
日
東
校
ノ
諸
学
生
来
着
後
差
出
し
候
愚
状
、
既
二
御
地
元
着

御
披
見
相
成
候
事
ト
愚
考
仕
居
候
、
此
度
当
地
ョ
リ
医
学
教
師
両

人
本
邦
え
出
帆
相
成
申
候
、
昨
年
中
当
地
発
帆
ニ
モ
可
成
候
処
、

御
存
し
戦
争
一
件
、
是
迄
因
循
二
打
過
居
申
候
、
両
人
共
僕
ノ
知

人
、
至
テ
実
直
ノ
人
物
学
術
共
本
邦
ハ
勿
論
当
地
之
教
師
二
い
た

し
候
て
も
無
差
支
医
士
二
御
坐
候
、
是
迄
本
邦
二
教
導
い
た
し
居

候
英
仏
ノ
医
師
ト
ハ
人
物
ヲ
は
し
め
学
術
共
場
之
違
ひ
可
有
之
と

愚
考
仕
居
候
、
皇
歴
四
月
十
八
日
頃
当
地
発
帆
之
覚
悟
二
御
坐
候

間
六
月
下
旬
ニ
ハ
本
邦
横
浜
え
到
着
二
可
成
卜
愚
考
仕
候
、
依
テ

此
度
右
両
人
え
愚
状
相
託
し
申
候
、
壱
人
ハ
「
ホ
フ
マ
ン
」
壱
人

ハ
「
ミ
ル
レ
ル
」
と
申
医
士
二
御
坐
候
、
「
ホ
フ
マ
ン
」
ハ
内
科
最

モ
精
シ
ク
殊
二
胸
部
ノ
病
、
「
ミ
ル
レ
ル
」
ハ
尤
モ
外
科
二
長
し
居

候
様
子
御
坐
候
、
乍
去
右
両
人
ニ
テ
ハ
医
士
モ
不
十
分
、
追
々
欧

州
之
学
則
二
い
た
し
不
申
候
テ
ハ
相
成
間
敷
候
、
然
ル
ニ
ハ
解
体
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学
・
舎
蜜
・
人
身
理
学
・
病
理
等
ノ
科
ヲ
分
チ
、
其
ノ
科
二
従
上

各
専
門
ノ
教
師
ヲ
撰
上
不
申
候
テ
ハ
実
功
モ
相
立
チ
申
問
敷
候
、

右
両
人
ノ
教
師
モ
其
覚
悟
ニ
ご
坐
候
、
一
時
ニ
ハ
難
相
成
候
間

追
々
右
之
学
則
二
可
相
成
ト
奉
存
候
、
欧
州
開
化
之
地
よ
り
参
り

候
て
は
当
分
本
邦
ノ
風
習
ニ
モ
不
習
申
候
、
一
時
可
驚
事
ト
遠
察

仕
候
、
殊
二
青
諸
生
之
暴
論
等
被
行
候
テ
ハ
実
二
困
窮
ノ
次
第
御

坐
候
」ま

た
、
こ
の
手
紙
で
は
明
治
四
年
に
私
費
留
学
生
か
ら
文
部
省

留
学
生
に
切
り
替
わ
っ
た
と
き
の
安
堵
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い

る
。
「
此
度
僕
儀
朝
よ
り
普
国
留
学
被
仰
付
難
有
事
二
御
坐
候
、
此

ノ
上
ハ
別
テ
安
心
留
学
モ
相
成
可
申
候
、
僕
留
学
中
之
様
子
先
便

父
え
も
委
細
申
越
し
候
、
学
業
モ
存
外
之
進
歩
二
候
間
御
安
心
可

被
下
候
、
留
学
中
ハ
仔
々
（
孜
々
）
精
業
、
此
度
渡
海
仕
候
、
教
師

一
一
モ
劣
り
申
間
敷
様
成
業
之
覚
悟
二
御
坐
候
、
乍
去
人
生
限
ア
リ

テ
学
事
限
ナ
シ
、
留
学
モ
四
五
年
ヲ
モ
期
シ
成
業
仕
度
僕
之
意
中

二
御
坐
候
、
御
存
ノ
通
り
欧
州
ハ
開
化
ノ
美
国
、
殊
二
当
地
ニ
ハ

哲
医
林
立
、
学
則
モ
甚
正
シ
ク
学
術
愈
難
タ
シ
、
本
邦
ニ
エ
是
迄

修
業
仕
候
事
ハ
欧
州
え
参
り
候
テ
ハ
格
別
之
益
ニ
モ
相
成
不
申
候

次
第
、
実
二
恥
入
候
事
ノ
ミ
、
此
ノ
後
追
々
留
学
之
者
モ
成
業
之

上
帰
朝
相
成
候
ハ
、
漸
々
欧
州
之
学
則
一
一
モ
至
タ
リ
可
申
卜
愚
察

仕
居
申
候
」

こ
の
他
の
手
紙
の
う
ち
、
明
治
七
年
の
岳
父
佐
藤
尚
中
宛
の
手

紙
に
は
佐
藤
進
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
医
学
士
の
卒
業
試
験
、
論
文
、

授
与
さ
れ
た
と
き
の
事
情
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
進
が
日
本

人
と
し
て
最
初
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
医
学
部
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と

は
、
自
伝
な
ど
に
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
手
紙
に
進
が
医
学
士
の

学
位
記
を
受
け
る
と
き
の
感
激
、
そ
れ
を
ド
イ
ツ
の
新
聞
が
快
挙

と
し
て
報
道
し
た
こ
と
な
ど
が
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
）

305 (73）


